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ー］レ→ジャカ、）し夕→

に当っては AARD

し，

て て‘,r 
豆

1

る゜

りしたがって，

／ゞーずること

りまとめることとし

その理由は，すでに西マレ~イシア⇔ ：タイ

畑作と舵ん

とく

あると考えるからである。もう一つ

-,_ 

Research and 

uたうえ，

中で極めてユ

させるためにはその

主要特用作物())

-r;,; 
'- t) 

までも

ヵ

を中心にと

ように，

は，ゴム，オイルパ5ーム，コーヒゞ ・・・, カカオ

もーしふA あって，現在にわいてもこの地帯の

を占めており，

する

に重嬰な役割 し

＊ はせがわ きよと 熱帯農業研究センター調査情報部



ておりしかも，かつてプランテーンヨンによっ され~だこれ /
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て）

きかており苓

インドネ

に大き しているからである。

(Resea仄 hIn噌itute

,,, ,,., 
Vj', 

つ こととしだJ ただ

もとに， どィンドネ

このようなまとを ため，ワ

かった。こしり 2

にある ResearchInstitute for Tobacco and Fibnふ

[cijの

ぁる n -r, I , 
/ ;,_ " -も

-≫'-r j' 、
レ）

t
、ふ

`
[
J
 "‘
 とこノ

＼

Center f, ヽrIndustrial 

からである。なお，

., lこU)

だし）i::i, 

いL M, 

心わtc,' ある ResearchInstitute for 

Dr. Pasril Wahid とそ C).••スタッ

ある Researchinstitute for Tabacco and Fibre 

そじ）スタッフ, Manadoにある ResearchInstitute for Coconut 

Natar 

and Medici且al

Ir. Ruslic Kasim, 

Ir. Sri Hartiniadiと

Dr. Darwis M. と

そりスタッ j及び Pakwon

ノ
＼ を申し上げる。ま t:..

Ir. Henkie して

だし}

しあわせて御礼を申し上げる。

,,, ,,_, にあっ たすけ， わたって をし

た ESCAPCGPRT Centre所長岡部四郎氏並びに諸岡慶昇氏 ＜餌］礼を申し上げる。



特用

1極概況

インドネシア 9
Jヽ

矢｝

％を占めると言われている。人口

しており，

働力の プールとなっている。

したとはいうものの，

かえって高まっているとも言われている。

ぶ
,{、'
、-✓

，ダ
/'  

つ
し

~
6

ンサスによれば('83

1640万haとされ，一戸当たり

0.25ha以下34%)で全人口の 6

ンサスの結果はま 八入なし;)' 1ン

(L 

~o は0.64ha

となっている。さらにこ

インドネシアにおける

したの

されてし〉る。一方，後に述べるように国営農場 (publicestate) 

まれており用特にオイルパームのような作物の栽培は，

増加している。また，小農を対象とする

しい発展の方向として注目されている。

｛まさ

f'1cl 
），  

4%を超える

灌漑設備， L
{
 

しく向上したためといわれてし;る。他の作物については， トウモロロシ（］）ようにかなり 0)

増加を示したものもあるが全般的に見てこの間の増加は必ずしも大ぎくない。しか

後の農村の収入増加を図るために米以外の作目の発展にも注意が向けられている 0

(Repelita IV; Rencana Pembangunan Lima Tahun ke IV, 1984~1989) において

目についても高い成長率が設定されており，例えばココヤシについては，

という要望に応えて第 3次 5ヶ年計画あたりから重要性が認識され令第 4

向が弛まっている。

インドネシアの開発計画は1969年に始まった第 1次 5ヶ年計画の後に第 2

きその時々の中心課題を掲げている。現在進行中の第 4次計画の中心的な課題は，

の石油依存からの脱却（非石油輸出の振興．税制，金融改革による非石油国家歳入の増大），

用機会の創出（労働集約部門への投資），③工業部門の発展にあると言えよう。その中で，農業政

3次計画に引続いて①食糧の増産と農産物輸出の振興，②農家所得の回

労働機会の創出令農業構造の改善，③天然資源令労働資源に基づき，その店

つ］こ幼平甘:JIょ農業分野を発展させること等が掲げられている。なお蛉

業開発の基礎となっているのは①集約化②外延的拡大③多様化④復旧， A
吐
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における

C (ただし，

シの栽培面積が最も12、〈約300万 ha

ha (同 9%), クロープ57万 ha(同6.

ー 唸‘で
9
9
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 ha, 

叶］ではココヤ

でゴム250万 ha(同28%), コーヒ

，タバコ22万 ha
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し

カ

よ

と

は
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｝

｝

 

A
冒

t

る83年の増減率を示してある。 20作目

この間に1.16倍に増加している。しかし作目別にはシトロネラ，ヒマ

したものもある。増加率の最も高いのはワタで，東ジャワ

て高＼渭増加率を)}ミしてし)る。その他蛉増加率の高いもの (140%以上）とし

△ クローブ，カポックがこ lLに続いてし)る。 120%以上のもの

コーヒー， コショウ，シ~ ンコーナ，ケナフ， J ニゞラ ス
"'0 

全体でこの 5年間に1228千haで，作物別には，最も増加の大きいのはココナッツ

万 ha以上増加したものにはクローブ，コーヒー，ゴム，オイルバームがある。

10 

これら

i " -', /\— 

占める位僅につし¥てはイ／ドネシアはコプラで第 1位，

2位，コーヒーで第 3位，パーム核で第 4位を占めて¥'る ｝。スパイス類は輸

ると，ニクズク（英名ナツメグ）とコショウが優位を占めているが，生産鼠i))多いクロー

プはインドネシア特有のクロープ入り煙草に大量使用されるので国内需要を賄いきれず'82年まで

は毎年 1万トン内外を輸入する状態であった。このようにインドネシアの特用作物は種類は豊富

だが，世界に占めるシェアは30%程度が限界で，マレイシアがオイルペームで50%以上を占めて

いる姿とは異る。したがっ

なるが，

ィンドネシアは国際市場でのシェ

い現状では号そのことは当然，

を図ってゆくことに

との競争を激化させる

ことになる。ココア，コーヒー，天然ゴム，砂糖などについては国際商品協定が結ばれているが，

もあって必ずしも有効に機能しておらず，特用作物生産の将来を考えるうえ

も重要な問題となっている。

生産組織；インドネシアにおける特用作物の栽培は次の 3

小農 (small-holder), (public 

される。

でこれらはし＼

れも DGE(Directorate General of Estates)の責任の下にある。しかし実行面では小農と

農場とがDGEの監督の下にあり，国営農場は SBPN(Ministry of Agriculture Estate Adn1inistra-

tion and Support Staff)の監督下にある。 DGEは 5つの理事会（企画・生産・オペレーション，

改良開発，植物保護，普及）を通じて任務を遂行し，地方サービスについては技術上の問題は DGE

管理上の問題は地方行政機関が担当している。

lには各作物別に経営形態別面積の割合をのせてある。特用作物全体として

86.4%となるが，作物によってはこれより高く賣 占める作物はココヤシ，

ヒー，ワタ，タバコ，コショウ，クローブ，カシュー，シナモン，ニクズク，パニラ，ヒマ，カ

ポックの12作物に及んでいる。国営農場が高い比率

--2 -

ものとしては，オイルパームをはじ



表 1コ インドネシアにおける特用作物の栽培状況

栽培面積

生産放 収鼠

ゴ i.017 ,013 0 406 

コ

ォイルパーム 261 368 
107 

70 8 
（パームオイル） 2 635 

(141) 
27 6 

165 198 447 
（カーネIvオイル）

93 8 

つ- 233,972 0 297 

l!l.260 2 979 

カカ 16,123 o.3l8 

1,879,523 4 875 

ワ 19,994 0 650 

121 715 0 554 

コ シ 0,9 
32,41ー3ピ!0_41ー9 

i 165 96.1 I ! 
クロープ 406 571 (141) i '6  4 0.9 32,211 0、056

3 0 

77 97 9 I ' I 
12.978 I 0.079 カシューナッツ 87 16, 

(189) 
l 3 

7 

o. 7 I I 

16,266I • I 0.207 

98 5 

シナモン 72 79 u I 
(l!O) 

0,2 

~, :;4 . ., I ,·.+,~ I '・"' '" 
シンコーナ 3.3 4 3 1.0 75 6 

(130) 20 2 

ケナフ 8 5 lO 5 2.0 : ~I 
(!24) 3 8 I 

-バニク-,+ズ ，'II " , I " 

。。 I 96 1 I i 
18,821！ 1 I 0 31] (JOO) 0 6 3.1 

I O 8 

l、0 99,5 

ヒマIJ~ 033) I 0 0 ; I 
0,5 

-0.3' 100 0 
l郎<so) I - 00 0 153 

0 0 

-4.6 
14.6 

シトロネラ 9,6 5.0 
(52) 

0 0 731 0.145 

25 4 

カポニI291 

124 
98.2 

415 
(143) 

4 7 0 5 55,077 0 133 

1.3 

36 
84.5 

18,6叩I0.364 その 他 15 51 
(340) 

〇.6 14.3 

I 2 

合 計 7,654 8,882 1228 I~ ロ、4
(i16) : I 

6.195, 7271 

蔓ヒから，小農，国営農場嘗私営農場

出所： Dirixtorato-General of応 tales資料
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「）.' 
とNucleous Estates 

and Smallholder 

よるものを PIR を ようこな

PMUと， NES PIRプロジェクト

れている c また NESプロジェクトの増加に伴って SpecialTeamが作ら

プロジェクトの するよりになり， PIR ジェクト しても

いる。

はPNPとPTPの2 り， PNP

るPTP せているとい・)。各 PTP

（実際は軍人が選ばれるようである）の 3

として入り， , Boad of Directors ている

コミッショナー

主として小農部門において行われ，とくに小農

/::: NES又は PIRO.J形で伸びている。また国営農場の成功によって充分な投入と

ばエステートの開発は成功するということが実証された。PMUは数多く組織さ

抱えており，まだなお充分に機能するまでには至っていない現状であるという。 PMUの任務は植

の苗木や種子の供給，資金の貸付及び技術の指導を通じて農民の行う新植や改植を助けるこ

,’
 

r
'
)
 

である。標準的な PMU 目を対象に約3000haを5 カバーすることとされており，

マネージャ 1名，アシスタント 3名（管理，技術指導，財務の各 1名）と 3~4人O)sub-unit head 

で構成されている。しかし実際には組織の急激な膨張に対して経験を積んだ人材の供給が間にあ

わず，要員養成が大きな課題となっている。その他にも資金や資材の適期供給が杓づかしいなど

問題を抱えている。 DGEによって，定期的な監査が行われることになっているが，-

実行も困難の模様である。

2. 各作物の生産動向

(1) ココヤシ

生産概況：第 1 次~3 次の 5 か年計画を通じてココヤシ栽培面積は1368千 ha 増加しL

ている。この増加は大部分が小農によって自発的に植えられたものであるという。

1983年のココヤシの樹齢構成は表 2の通りである。高幹種については7.5年までを未成園に， 60

年以上を老齢園としている。したがって毎年の栽植面積が等しければ成園に対する未成園の比率

は15%程度になるはずであるが，実際の未成園はその 2倍以上であり最近の新植の多いことがわ

かる。老齢園は全体の10%でありその率は予想外に低い。ココヤシは条件が良ければ80年間の経

済寿命をもつと言われているが，小農の管理のもとでは樹齢が進むと幹の先細りが起こり収量が

-4-



表 2 ココヤシの樹齢別面積 (1
··--··。···-·-」·------··-·-~

，面

園

園

薗
1,986 

297 
.... 

2,976 

66 

10 

、100

するものが多し＼とし｝う。インドネシアのココヤシ )原因として老齢化があげられ

いるが， 樹齢だけでなく，劣悪な管理条件なども されていると見るの であろう。

小農部門の高幹種の栽培では，通常肥料の投入は

を切り開き・一年。生の作物を栽培している

のホームガーデン'(プカ

い。焼畑耕作が行われている場合に

え育てること 。ヽまた，屡々 ，

えられインド

ネシア っている。

エステート ココヤシ ,‘
 /~ 

さ れ，植付苗は苗圃

りに選別されている。このような条件では多収性の遺伝形質は十分に発揮されるが，現在

,})コ~ コナッツの価格では辛うじて採算がとれる状態であり，小農にまで資材の充分な投入を期待

ることはむづかしい。そのため間・混作物の導入によって収益性の向上をねらい，あわせて資

材の投入も増してゆくという方向がとられている。

ココヤシには一般の高幹種に対して矮性種があり dwarfx tallのハイプリドは，好適な管理の

もとでは収量が多く，成木に達するまでの年限が短く，樹高が低いため収穫も容易とあって注目

されて l; る。 dwarfx tall のハイプ•)ドの利用はフィリピン，マレイシア等でも いるが，

インドネンアでも 1981年から普及に移されている。 一般に，高幹種を無肥料の農家レベルの管理

で栽培した場合， ha当たり 1トン以上の収鼠（コプラ換算）をあげることは稀であるが，資材を

充分に投入すれば1.5~2. Ot/haの収量をあげることが出来るという。ハイブリドを良好なエステー

トで栽培した場合4.0~4. 5t/haで実験的には6.Ot/haのコプラ収量が可能と言われている。 DGE

の資料の中から品種・肥培管理等の異るタイプの下でのココヤシの収量を示す表を掲げておく（表

3)。

表 3 異ったタイプのココヤシの収量

イ プ • kg/ha/year (コプラ換算）

小農栽培 630 

エステート栽培 2,000-3,000 

選抜された高幹種

夕

(Tenga, Bali, Palu) 

Tall XTall 

DwarfXTall 

出所：文献22) より引用

3,500 

4,000 

4, 000-6, 000 

-5 -
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レーキをかげてしヽる。まだ， 、々 、イブリド(!)ナッツはども
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，
 

;
J、

~

沿っ て）

れてし〕る。

て笈

も，古いココヤシの切り

されてし¥・,;o 

もとられているという。

したヤシ園を回復させるには，

産力の高い圃場ではこれによって収量を 2~, 3倍に

は経済効果は期待できない。経済的には120本/haのヤシ園で 1本あたり 15個のナッツ

＼
 f

 

ー

゜
2
l
l
 

＼
 

しなぷ
〗

る。もともと

やすことができれば投入費用を充分にカバーできると言う。（ヤシ園の収鼠は屡々，ナッツ数で表

わされるが，個数と重量の関係について FAO統計では，ココナッツ 1個を 1kgとして計算して

いる',s。)しかし，小農にとって最大の問題は資材投入の効果が30か月後まで収量に現れないこと

である。この間，肥料は施与し続けねばならぬので農民の負担は大きい。

これに対して，園内にココヤシ以外の換金作物を間作しこれによって収益性を高めるという方

法がとられている。間作物の選択はココヤシとの競合の程度，作物の耐陰性，生産物の市場性等

によって制限を受けるが現在のところ最も好まし を示す間作物はカカオであるとさ

にアマゾン河上流原産のフオラステロ種は病害に強く小農の栽培に適している。ココヤシとカカ

オの根系分布は競合が少＜パ，ココヤシは適度の庇陰を提供し，カカオ園の開設費用を軽減させ

る。（経済調査の一例をあげると，伝統的なココヤシ単作に対して国営農場のハイブリド栽培では

Return rateが 2倍になるという。そしてカカオ間作では1.6倍になるという。）現在インドネシア

のココヤシ園の約 7割はカカオを栽植することが可能な条件を備えていると言う。

経営形態：表 1に示したように，ココヤシ栽培では国営農場の比重は極めて小さ <,PMU

導のもとで行う小農栽培が大部分を占めている。 1つの PMUは3000ha程度のココヤシ園

とし．その中に新・改植，復興計画面積を含み，この計画を推進することが PMU

となっている。 1つの PMUがフルに活動した場合，年間150haの新植が可能とされている。しか

しPMUはスタッフの不足に苦しんでおり計画面積を充分にカバーできないというのが実態のよ

うである。

ココナッツの利用法：インドネシアにおけるココナッツの利用法は二つの型に大別される。一

つは，新鮮果実を家庭あるいは村落レベルで消費するもので．もう一つは，搾油材料として

-6 --
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うな条件も出てぎている。

（コプラの生産） 19世紀にヨーロッパにココナッツ

まりと言う。ヨーロッ I

にはかなり

と

ココナン‘ヅミルクは牛乳より

り

コプラ

けてし)る ぷノ
r

させて酸敗を防いだ

なかったために，

る

¥
）
 

ょ， 

8
 

も

、i
'
‘
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こ全
ク
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カろ

コプラの

まれている。このほかコプラ→ヤ

よっ

にとって大き

いるが，実際は55%程度の

とは別に Desicatedcoconutの製造

に輸出用に向けられている。い＇ィンドネシアにおける搾油工場の総数は 415

でジャワ，スラウェシに多く，少し

されてt'る。 (1983年のココナッツ

はコプラ1,658千tと

コプラ換算でおよそ1,628千tとなる）。ま

精製・ ジャワ島に集中し，生産能力は年間250千t(1980年時噸）と報告され

1973年以来工場の増加を制限しており産業の合理化が望まれている。このように

ココサッツは新鮮果実とコプラ

スリランカ I s/ 
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とで消費されている ココナソツの生産地では新鮮果実の

を反映している。なお罰

られて

の低価格の故に

イブり

ネ
2

卜

需給：世界におけるニコナッツ

tに増大している。その

t . .. 

（コプラ

h ~ る。

は 1969~71年の年平均2900万 t 台から 1985年には3466万

'77年度までは85万t台であったがき '78年

これにはフィリピンにおける台風被害とこれに続くココナッツ輸出政

めたヤシ油輸出への転換） ノ
＼装｝ して

しヽる。

ら10万t台に減少し'85

しコプラ

t (9 

を続けている。

であったが号

している。 '85年度の総輸出量は38

シェアは，パプアニューギニア27.5%,
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この推定は国内需要を予測するために求められたものであるが，この推定値を用い

適合度から見て，新鮮果実の割合はさらに高く 40%程度であろうと言われている。

ココナッツの流通も大きな問題の一つである。小農は屡々低い庭先き価格で取引きをしている。

1983年時点，コプラ加工用に売る果実の庭先き価格は140usドル/t(コプラ換算）で当時ジャワ

の取引価格は298usドルItであったと されている。

取扱業者にコプラを供給する。これから更に輸出業者に渡る。ココナッツの

のような資料がある。
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ドネ、シプはマ

しごし＼る。 1985年の

よっ

による栽培：

しては，焼畑

している。

レイシア

インドネシアのゴムは

され，~”こし '·c., 。
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ど，タイ:))

トラとカリマンタン

は資材投入の低し

り

ふt
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1)。

1に示したよう

いろ= o  

ぇる。

土地を確保

されておらず，無肥料で雑草の防除もほ

んレ」
亡3
仁

タりし>

しし

る。このような

と切り開いてゆく

えたゴムの実生や切り

とヽものが多い。 そし

ヽゴム園

とられてしヽ る。

ら出るひこ生えを用いるの

う、4しとる

ク）

はなされ
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る支払い，
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加工・流通：インドネシ
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この型

SIR ( 

されている。その

の呼び名）

されるも

を占めている。また， PSS1またはラテックスとして輸出されるコム

もイン tゞ

クベ、-Ir I 
,_な）、J'

で，マレイシア 7

インドネシアの年間処理能力は962千t(1982年時点）でこのうち680千tは品位の低い SIR20又

は50だけを製造しておりこのグレードの処理能力にはなお余裕があると見られている。 (1982年の

(usセント）は SIR5が78に対し SIR20で73,SIR50で70である。）

ゴムの品質I問題は 2つの側面をもっている 0 -ベ夕）は， どんな等級のゴムが生産されるか

は他の国よりも不利な扱いを受けているとい

オークションによる取引とは別のシステム

シンガポール

主としてタイヤ用に

したゴムの流通は，ま

。
るあ、J

ふ
中とこ

と

る

ゴム

し＼

゜

いかである。ゴムU)取弓Iに関してインドネシア

またこの国の品質管理の水準に対する取扱業

高くない。しかし、，特定の会社がインドネシア産のゴムを好んで買入れるという例も

あり，この場合には加工業者との間に長期間の契約取引が行われており，ジャカルタやメダンの

ゞているという。

こ
J

，
 されている。

は複数）を通じて私営工場

じて肥料，農薬のほか生活用品を買い，

当らないが，ある

を

しが行われ

FOB価

ている地域

では FOB価格の70%よりも

また，マレイシア

にも問題があり，

Iきが仲買人との間で成立している実態が明らかにされている。

マージンでも高すぎるという指摘もある。一方，農家の出

ゴムを Slabs日（厚板）の形で出荷するがこの場合ゴム含
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3次 5か年計画における動き NES 

で11

などが

あげられている。

ゴム圏

DGEの監督能力

としては施肥或い

をあ

い。 しか

なり，ゴム園のレ につなが

る。刺激剤打lSはエステート

ることもあるの

てお

で‘ある。

まれている。ま

中

り特にゴム

も同じクローン

'系統による

。,fンドネシアではこれまで北スマトラのノラワ，L ステートの GT1クローン (1924年

ジャワの GunongTapen Estateで選抜されたもの）から生産した芽接ぎ苗を使用している。し

かし，輸送による障害を無くし，乾害をうけにくい初期生育の良い苗を育てる方法の開発がり苗<

っヂ,_ 

f

i

 キもを

しているのかどうか疑問をもたれてし)る。また，モノクローシによる増殖ば肉害に対する

という点からも心配されており，現在 GTlクローン以外にも大規模栽培用として12系統，

小規模栽培用にも数系統が推奨されている。しかしこれらを取り上げて普及させて行こうという
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ゴム

インドネシアのゴム し

で立てられたし

る。これてよると翠

は21,000千トン (1::180年 l'.:;,4ぬ l一ートン）でそ (;l[吋記はダ，｛ヤに I!J、'-;l;,0:r-、ン

トン） となっ

と2を合わせた天然ゴムの潜在需要は10,080千 tとなる。但し、:

し'<") 

インドネシアのゴム

t)であり，その

されて p るが，
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人 りなし％これら

し）を

を求めるためには， cl; ~pc 
今ゞ，

るまで12, 3 

,~n―4)れた

としてし}るため， りとなること )ようで土る。

(4) スパイス類

インドネシアにおげるコショウ，クローブなどのスパイス

れている 0 主要なスパイスの生産動向は表 1の通りであり翠

58万haで令栽培面積の総計は約81万haこなる。ま

をクローブ L すこと

間こコショウ笑ニクズク，シナモン

パイス及びエッセンシャルオイルの輸出は約 9

シナモンL ，ナツメグとメースL

クロー されている
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lふる。 ! .. h•L, 
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ニクズク念メー

ジンジャー

その他（エッセ

表 5。

才.fルを

4,7 

12, 7 

3.9 

4 ti 

、ti/』3

ドル

16.1 

20.2 20.2 

10.9 12.5 

5.8 6.6 

9. 11.0 

3.8 0.6 

N/A 15.0 

（推月

66.0 90.6 

ベヽ マベ
’’ v_J'-忍），ふ'0 ほか leafblight ダイ}ぐック を受け易い。西

スマトラでは えられたクローブの 7 れさこれら

トラ，ラン~ポン， されている。スマトラ

る。当

しては抵抗品種の選抜が

におかされていない新し

してゆくこと， して樹の生長をさかんにすること， を間作してクロー

を軽減させることなどが有効な対策とされてい•,; 0 

におけるクローブの総生産量は 5万t程度と見積もられている。主産国はインドネシ

cl I /  I、インア以外は減産傾向にある。そマダガスカル，タンザニアであり ヽい、、 ある

インド，マレイシア，スリランカ，ブラジル，ギアナ等でも生産されており，スリランカ産には

プレミアがつくという。マダガスカルは豊作年には11千tを産出しこのレベルで安定させるため

大規模な改植計画が進められている。東南アジア以外の国々への輸出は年間4600t程度で，うち1100

tが米国へ， 1850tが西欧へ輸出されている。その他，スカンジナビア諸国と日本が安定した消費

を示し，サウジアラビアの消費はこの10年間に倍増している。

コショウ：第 2 次大戦以前，ィンドネシアは世界のコショウ産出量の80%を賄っていた (1934~- 8 

tの輸出）が現在のシェアは30%以下となりブラジル，ィンド，マレイシアが伸びて

いる。インドネシアの生産は停滞気味ではあるが1982年には82千haを栽培し36千t し， 45

百万 usドルを輸出している。これはスパイス類の総輸出額91百万 usドルの凡そ半分に当たる。

コショウの大部分は南スマトラ，特にランポン＇州で栽培され，ジャワ，カリマンタン，スラウェ

シでもわずか栽培されている。第 4次 5ヶ年計画では 9千haの増加を目標としている。こしょう

は十分な生産をあげるためには，排水の良い肥沃な土壌と熟練した管理が必要である。ランポン

では肥沃な玄武岩由来の土壌でココヤシや果樹と混作をする省資材形の栽培が一般的に

いる。しかし後に述べるようにランポン北東の Bangka島では多肥集約管理の栽培が行われてい

る。
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1972年に された「こしょう

ネシア，マレイシア）に，

価格もバランスを

このようなコシコウ

向にある。

) +, 
vko  

となりコショウ菌~の転換・放棄が見られるようになっ

16万トン台を維持している。
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、ダー

『83年59セント， '84

インドネシア

ぎ F.0. b価格で us50セント

ント ,'85年131セントは特に

us38~35セント

にプラジいマダがスカ

り返して t)るが，

9
3
I
 

1

、
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あっても，なにか

いというのが大方の る。

1985,'86年は世界的にコショウの価格が高値に推移し

83年の2.5倍になった）ランポンのコショウはこの 2
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ノ、ヽ‘9
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ふー もある。

ギさ

ニクズク．カシア，バニラ等：ニクズクとカシアはともに

アはグレナダ島とともに世界のニクズク市場を占有しており，

ある。輸出先はシンガポール．米国，西ドイツ，オランダ，日

カシアについてもインド f、シアは国際市場で50%のシェアをも

ている。年間12百万米ドルの輸出額がある。その他に、ベニラ，ターメリ

は4000ドル',/t

ト
'
)

9~ 

ンジャー等を産するが世界市場ではマイナーな存在であり

これらスパイスは特定地域の農民にとって

の作物生産を積極的に進めようとする計画はもた

るだけで良いのではないかという意見のよう る。第 4

，カルダモン＾

は沼まれていなし

つ

る。しかし、， DGE てはこれら

及などにつし

もJ ニゞラに

ついては大幅な増産目標を掲げているがカシア，ニクズクについ

スパイス栽培の特徴：スパイスには樹木作物を始め，永年性ツ

とその種類が多く，栽培法もそれぞれ特徴をもっている。しかし， ・}y, スパイスとして

もあるわけであって， J.W. Pursegloveはこれを以下の16項目にま

ら15年ほど前に発表されたもので，その後，遺伝資源の収集，組織培養によるクロー

ここに指摘された事柄の幾つかは実行に移されている。しかし，スパイス
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もの，オールスパイスやクロープは年［：よる 今 なり
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被害が有名である。

そ をうける。 グラナダ

パイスの品質令 によって変化する。

を得ている。

い。例外はl950年代のザンジベルのクローブ (Suddendeath), 

れぞれ異っ

サラワクのコショウ (Foot-rot) ある。

⑫他の商品作物に比べてスパイスについての農学的な研究は極め

方法で行われている。

パイスの選抜，育種はほとんどされていない。

く現在も栽培は原始的な

はしばしば非常に限られており，

熱帯アメリカ以外でのバニラ，ザンジバルのクロープは非常に変異が小さく栽培品種も限ら

れている。原産地から新しい材料を産地に導入しようという試みがほとんどされていない。

⑭ある種の樹木作物については，栄養繁殖の方法は最近始められたばかりでありその成功率は

高くない。しかしながら栄養繁殖の成功はニクズクやオールスパイスの場合のように希望す
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りである。

してゴム乞よう
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6%を占めることとしているが，かなり楽観的な見通しのように思われる。カカオOJ

って， 1954年以前の高価格は栽植を促しこれが1966年の在庫と値卜がり

り価格は上がったが1977年をピークとして再び下降

による減産が起こるま

は価格を基準まで戻し

を

t・ ~ 
ヽ0

定の調整用在庫も

'86年 7月に国際ココア の

から118セントをフリ hーゾーンとし， 85セント以下， 121セント

価格はポンド嗜たり 88セント

になった場合には買い付け

放出が義務づけられている。緩衝在庫は最高25万トンとし，上限に達する前に 2度の価格修正(1

についての修正限度は 6セント／ポンド）が許容されている。 '86年 9月に旧協定の期限が切れ

たが 4か月の空白の後， '87年 1月にようやく暫定発効に到った。しかし，緩衝在庫制度の細目に

ついて生産国と消費国の意見調整はまだ終っていないという (2月時点）。新協定にはコートジボ

アールが新しく参加しているが，増加率の最も高いマレイシアが不参加のままである等，将来に

問題を抱えている。

価格の低下に影響されてカカオの消費量は増大しているが，生産能力の増大には及ばない。

費は北米，西ヨーロッパ，東ヨーロッパに集中しており，これらの人口統計は必ずしも消費の伸

びに適していない (20オ以下がカカオの主要な消費者である）。消費弾性が低いことと関連して，

カカオの生産過剰はまさに起ころうとしており，新しく生産を興こすことは現在の1主産国の収入

を減らす結果になることから，新しい生産計画に対する資金援助を世銀などからとりつけること

はむずかしいという事情があるようである。

世銀によって行われたカカオ生産の予測があるが，それによると2000年時点で世界の総生産量
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され， 1,351~ 1, 78lkg/haの収量をあげている。また， Forastero型

もあり，

には東ジャワのカ

したもの）

rている。最近， Trinitario型

るtinycocoa moth (Acrocercoj>s 

ココア かった

であるが現在も地域によっては制限条件となっている。防除法としては収穫の最後に，

ったポッドを全部採り払う方法，薬剤散布などの方法があるがどちらも充分な効果あげていな

い。抵抗性品種，生物的防除などの方法が現在研究されている。その一つに袋掛け法があり，ポッ

ドが 3か月（約12cmの長さ）に育った時期にポリエチレンの袋で覆うと被害率を20%(無処理区

では80%)に減ずることができるので，労働力のある場合にはこの方法が奨励されている。また，

フリカで甚大な被害をもたらした CSSV(Cocoa Swollen Shoot Virus)が北スマトラ

された。しかし，幸いこれはマイルドな系統であったが，今後も厳重な監視が必要となってい

る。

コーヒー：国際コーヒー協定が騎出割当機能を維持する限り割当て市場における価格は基準価

には下がらない。生産国はかなりの在庫を抱えており値上げは当分むずかしいと考えられ

いた。しかし， 1985年におけるブラジルの旱害によって，コーヒーは他の一次産品の価格が軒

並みに下がる中で高値を維持した。コーヒー市場の最大の末知要因はプラジルの気象災害であり，

1975年の例では霜害によって品不足，高価格を招きこれに刺激された新植がやがて生産過剰と値

下がりを招いている。しかしブラジルのコーヒー主産地が北の霜害の危険の少い地域に次第に移っ
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優良品種の育成が進められているが勺現在奨励され配布されている品種は，ロプスタ一種 6

種（クローン配布）， とその交雑種 4品種（種子配布），アラビカ種 4品種（種子配布）で束ジ

ワの Jemberの採種菌から配布されている，アラヒカ種以外は他殖性が強く変異が大きし

た苗を得るためには栄養繁殖が必要となるが，従来の芽接ぎ繁殖を簡易化するため

成法が開発され実用化されている。アラビカ種では実生苗が＾般に用いられている。

コーヒーの仕立は多幹式が普通であるが,Beaumont-Fukunaga法という仕立法が奨励されてい

る。詳細は不明であるが， 4幹仕立として毎年 1, 3, 2, 4番と 1幹ずつを順次切戻してゆき

樹形を整える一種の輸収法で，簡単で労力も少く収量も多いということで政府のキャンペーンに

り上げられている。

施肥については，ラトソル地帯のコーヒー園の葉の栄養基準と肥料要求菫が明らかにされ吟

年結果を避けるための施肥法が明らかにされた。欠乏症状にあわせて肥料の葉面撒布を行う

もすでに実用化されている。コーヒーの重要性が認められるに従って種々の土壌に対して有効な
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ココヤシ研究所は北スラ占 :Lシ， Manadoの郊外にあり， 1926年にここでココヤシ

められた（凋時栽植したココヤシ｛ま育種用母樹として現在も使われてしヽるに西ジャワの Pakuwon

に支場をもち，この他図 2-3に示した通り幾つかの試験地をもっている。また，東カリマンタ

‘の Sembojaの試験圃場その他私有エステートのヤシ園を用いて一部試験を行っている。
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：費用分析，ココヤシの流通システム芳

と地域計画。

：気象とココナッツ生産との

と環境との関連。

研究活動：ココヤシの育種については北スラウェシで1926年に始められ 7年間続いたあと途切

れ， 1950年代中頃に再びとりあけられている。しかし1970年代まではこれらの研究にはわずかな

ファーミングシステムの経営的

ココヤシの生長令収量，

しか得られず， 1970年にはわずか 4名の研究者がココヤシ研究に携っていたに過ぎなかった

う。新しい時代は1972年， UNDP,FAOのココヤシプロジェクトがインドネシアで開始され

たことから始まった。このプロジェクトはココヤシ栽培の改善という目標に向かって研究を組織

それによって政府のココヤシ開発計画を助け，コプラの生産性を高めるという目的をもっ

ていた。このプロジェクトは1983年12月に終了し， 1984年の 8月から Manadoを本部に Pakwon

を置く現在の体制に移行し，この組織が国のココヤシ研究の責任を負うこととなった。以

，それぞれの研究部について研究活動の概略を紹介する。

育種；育種計画は過去10年間に発展し遺伝資源の調査，コレクションの確立，高幹品種の改良，

優良種子生産等が主たる内容である。現在の研究の狙いは，まず，国内各地方のココヤシ

の収集と利用に置かれ， Aceh(北スマトラ） Maluku等の遠隔地から変異の大きな系統が集めら

しかし，できるだけ変異の幅を拡げるために，必要な防疫対策を講じたうえ，国外（アイ

ボリーコースト，スリランカ，ジャマイカ等）からも育種素材の導入を行っている。その狙いは，

病害抵抗性のような特殊形質をとり入れることである。RICにおけろコレクションの状況は Manado

に高幹種25系統， Pakwonに矮性種 6系統，高幹種11系統， BoneBoneには現在23系統が集めら
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来の高幹種で30本に対しハイブリドでは100本以上可能ということであった。しかしマレ

オイルパームの場合のように収穫労働の節約に大きな関心をもっているように
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程度の広さに 8種類の作物が植えられているのに驚いたことがある。これは商品作物の価格の激
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作が行われていたが，そこでのききとりによると，収益はカカオは］コヤシの 5倍になるとしンう

ことであった。このエステートはゴムとココヤシが主体で，ゴム3000ha,コユヤシ700ha,ココヤ

シの間作としてカカオ200haの栽培をし1500人を雁用しているということであった。そ

ゴムはラバシートをジャカルタの民間工場へ，ココナッツは生食用

出荷し，事業は原料生産の範囲内に限られていに0'-'-

カカオはビーンで

も

を尋ねたところ，それはカカオだということであった。ただし，このエステート

積は主任の裁量では決定できず PTPの会議によって，市場状況等を見定めて決定されるというこ

とであった。また，ゴム園には改植したばかりの未成園の割合が余りに高いの
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も広く分布している。）
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パニラ：輸出額(})上ではバニラは第 5番日に重要なスパイスであるが， 600haに600トンのパニ

ビーンを生産し，kg当たり 60米ドルで輸出されている。世界の総生産菫は15000トンで Malagasy

(Comoro諸島）が80%を占めている。

インドネシアにおける問題は標準的技術の確立， Fusariumによる Footrotである。 RISMC内

はバニラの研究に先立ってそ切）市場見通し，要求される品質等について事前の調査が必要だと

いう指摘がある。

ショウガ等： ,f >ドネシアの家庭で使われるスパイスにはショウガ科 (Zingiberaceae)のもの

％ショウガ(Zingiberofficinale), ショウズク（又はカルダモン） (Elet如成zcardamomum), 
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である。 RISMCは③の薬用植物栽培の研究 している。他の特用作物とちが；）て関連する市

場は広く市場進出の機会は多い。研究を完成させインドネシアの薬用作物についごその生産と

用の基礎を作ることは無限の富を手に入れることになる。また，ィンドネシア政府は家族計画左

重要施策としておりそのため経口避妊薬の需要が大きく，現在これは全て輸入に頼ってい，［。こ

れを自給するという 0)が政策上の要求である。
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もとに力“向

いたが，しかしより

えばボームがーデンに見られる

るにも

し

として採り上げる動きのないこ

i
)
 

インドネンアの特用作物

いと t'う感じを強くもった。食用作物の生産か一応の段階に達したことから

る

ぶ,)~ノ,-

に共通する諸問題

ろう。以上し）

おいては向・

テ

そ

例えばインドの

'-ダ←1_ .. I、

つ

ける

て

y,  .. ¥ ,. 
ふ

. うテ~、<,,る）。

し

も に，スタッフと研究装備が他の 2研究所に較べて格段に揃っている RISMCは，

目標がー番絞りにくいように感じたc 結果的には研究勢力の大

半をクロープ研究に崎てているが，クロー

中には，生産物の価格によって

る。

きく変る小農の特用作物生

には技術以前の問題が多すぎるという意味のことを述へる者もあった。事実，生産物の値動き

だけが農民の関心を呼び，価格の変動によって施肥量が変ることはあっても，それ以上新しい技

術を導入するところまでは進みにくいというのが実態なのであろう。要望の無いところに研究の

にくい。この状態は，私自身が，高度経済成長期に入る以前に味わった

こさせた。（当時，私は栽秦研究に携わっていたが，品種・肥料以外の新し

えて晋及するようになったのは高度経済成長期を迎えて農村に労働力が不目

るようになってから ことである。）そこで，私自身の経験になぞらえて研究活動の時代的推
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とは例え
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てき

とって重要な政策課題となっている。

による自然破壊の防止，洪水防止，過剰耕作による
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表 2 ココヤ よる
- - . . . ... • .、、~~~~ ~ ~ ―.. .. ... ... . .. 

→ ..... ..  

Nut 

Husked nut 

Husk 

Shell 

Water 

（約

1.106 

645 

461 

141 

119 

385 

216 

African・ 「all Polynesia Tall 
. 

* C.V.*・ Mean C.V.* C.V.** 

12. け

14.0 

19ぶ5

17.2 

24.5 

125 

10.8 

← ヽ "'''、9、 "''

23令l 1208 17.3 15.4 

22.0 837 19と0 15. 笞

30.7 :371 20.0 23.4 

20.4 159 17.2 15.0 

48急4 184 383 36.4 

18.0 493 16ゞ8 14.0 

18.9 279 16.4 fa3 
'"ハ'',,,,''" " - '  

• C.V. : coefficient of variation between trees. 

'* C.V. : coefficient of variation between 

：アイボリヽ ーコー.スト

：文献 9)より弓

表 3 インド市場におけるココナッツの商品特性

表 3-1 コプラ 1tに要するココナッツ数

kerala 1-H 
Andhra Pradesh ,J, ト1

Tamil Nadu小卜1

Karnataka'}、卜1

Laccadives 1'1'1 

6850個

8820 

7000 

7000 

12000 

表 3-2 コプラの搾油率

-- --- -'―  

l Chakku方式 I 
I 

2 Rotaries方式 I 

3 Expellers方式 I 63~65% 

表 3-3 ココナッツ1000個からとれる副産物

Coir Fibre I 90.9kg~68.2kg(産地により異なる）

Shells 

Charcoal 

Water 

出所： Indian Coconut J oumaL 1984年 Januaryより弓
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コ 園 カオと

Coconut Root 
.~, .. 
'~acao vmamon 

(Double 

Distance from the bole 

3m 

--・ 心l

E. V. Nelliat原図 文献10)より引用

7) 

ヤンミらク し こ〉 ぅャ,:;,ミルクーイ、>ドネシ

アでは santanどし'・')→→をとる

ンと i,i巧 ?
J
 

キ
4りノ

で2つに割る，i このおわんのような形の核の核肉をさじ状のククラ

白t'細長い(1)こくずのような核肉を目の細かい深いザルに入れ，水

のよう てくる() も繰り返 り粕

にずる。こうして得られたサンタンには脂肪が27%, 蛋白質 4%, 糖 6%が含まれビタミンA,

Eも含まれてし 1る。組成からみると牛乳よりも脂肪が多く，クリームに近い。サンタンは各種料

理に使われる。この中に魚や肉，野菜などを入れてたき込む。これに香辛料を加えてサンタン料

なわちカレー［）＾種を作る。またサンタンで味付けしたこ飯，菓子等利用の範囲は仏い。

ヤシ~油

る。真白 9 ヽヤシミル~ク

はコプラか

]ミに

れるが， ヤシミルクから作られ

いると，急に澄明になってくる。水分が蒸発し

だけが残ってきたので，この時ひとつまみの塩を入れる。こうすると油が腐らないという。こう

して作った油は蛋白質やその他の不純物がまじっており，貯蔵中に多少変質もするので，コプラ

.. 49~ 
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は少なくなる。

プラを得るにはココ tッヅ

1,1 

し］よ 1t, 

コプラ

るロ

日

穂先のような金具を立て，果梗部に近い．． 
核割は剥皮したナッツを重いなた は熱風乾燥によってコプラ

果肉の ける。天日乾燥は 6~9 日，熱風乾燥

搾油は一般に expeller

oil 61.0~62. 

~·10%の油脂が残る。

コプラを原料として搾油をする

l -r ヽ，

る゜

cake 34. 0~35. 

る。

るようになるの C, j 

4 ,~5 日

をし

作ロス3.8~4.0%となり， cake中には 5

のコ］ラから約600kg られる。

T場での製造丁程は次の通りである。

粗砕：乾燥したコプラを粗く砕く。

煎熱： scorching kettle内で煎熱し水分をとり搾油し易くする。

搾油： expellerにかけて搾油する。そのさいの温度は60℃付近， cakeをもう一度搾油すること

もある。

精製： filter pressにかけて央雑物をとり除き油の劣化を防ぐ。

食用油などにする場合には，さらに，脱酸，脱色，脱臭などを行うがこれ

まれる。（文献30) による）

｝

）

 

．； 

注 9)

ココナッツの加工工程（注 8))からわかるように，コプラ→ヤシ油という丁程とは別に，Desicated

coconutの生産が行われており， t止界の総輸出額ではコプラをわずか上廻っている。これは主とし

て菓子，パン製造業者に使われているが一部は家庭でも消費されている。 '85年度の FAO統計に
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コナッツ果実の加工工程

8 ＼／  

出所：文献30)より引用
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Desicated Coconut 
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スリランカ

シンガポー：レ

マレイシア

インドネシア

その

64,752 

52,985 

8,623 

7,400 

5,700 

17,242 

156,702 

: FAO; trade 

45ク72'.?

15,283 

10,663 

10,191 

8,869 

57,165 

30.9 

10.3 

7.2 
6今，

6.0 

38.6 

147夕893 100 

表 2 Desicated Coconutの標準的組成

分 ％
 

水

脂

水

蛋白

灰

繊

ベントサン

分

物

2.0 

67.5 

5。9

9.3 

2.4 

.9 

8.9 

出所： Ruehrmun1d. 

注10)

ヤシ油，パー ラウリン かつ

文献26)より引用

はマーガリ シ ートニン
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し、 に使用されていたが，価格， に問題があるため， 《ーム油で
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ュエ
交挽

~ 訓合

!・・- (ヽ ズナッタ）

サント~ ラリーム（ビ-,.ケ;I、)

ヤフメ"、、キャンデ-・紳込み

；令位（ラ,,~ アイス）

タリーム (f /ピンタ` ，コーヒ....川）

マーガリン，ショ-・んトニング

チョコしート (i)''IIIIやア 1スコーテ，.ィンクllll

謁粉

ビーナッツフライ

化{{安定『I

淡flな風昧

'1'¥、11i:: ii 

り＇し、乾合 1111月

閉しII行柱杓Yi

飢fiitl

/1',JiJi : /f、 .~~illi I<. K (、文貞/i:10)よりり1111)

図 1 ヤシ油の食用用途関連表

（製品工程） （製 品） （用 途） （特性）

一分 解

工業用卜翡! 元一
高級アルコール

＇および誘導体

／ 

石鹸，洗剤，化粧品，シャンプー

歯磨き，

繊維脂剤，アルキド樹脂（塾料）

海綿活性剤，可塑剤，塩ピ安定剤

潤滑油，石油添加剤

中鎮油，医薬向き

しヽ多が

有

酸
含

肪

感

％

脂

卜

性

性
収

粘

。
ふ

鎖

フ

じ

中

ソ

吸

低

/

,

’

ヽ

ーゼ ［固型（浴用，化粧），粉末（洗た,j[: 悶す］
図 2 ヤシ油の工業用用途

出所：不二製油及び花王石鹸（文献30)より引用）
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-

4
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2

1

8

-
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5

1

1

1
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3

2

 

。゚注） (1)は面積当たり固定した経費

(2)は収穫鼠に応じて変化する経費：この場合は15,000個/haとして計算している。

出所： SCARAB-Introduction to Integrated Processing of coconuts, 1982. 

注12)

世界の油脂需給は， '82~3年度の旱魃によるフィリピンフプ

Jレストレス＊によるマレイシアパーム油の減産，インドの油脂輸入の急増，

波による大減産等の要因によってタイト化を強めた。

（＊花粉媒介ウィービルの導入による1982年の大増産のあとの1983年の減産を指す）

この 2年間，価格は上昇しながら需要を伸ばし在庫を減少させている。

これに刺激されて油糧種子が増産され， 85~86年度には油脂需給は超緩和期

とウィービ

脂価格がかってない水準に下がった。 85~86年度の世界の油脂生産は 5.3%増の6.009

万トンと推定されている。伸び率ではヤシ油（前年比34.5%増），パーム油（同19.3%増），ハー

ム核油（同18.8%増）ナタネ油，ヒマワリ油の順に高く，増加量ではパーム油，ヤシ油，ナタネ
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インド ha 1ま

れるぐ

し

もある。しかし，イ

ァ

i
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i
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r, 

し

clら

レ昌L',⑥オイレ，l\•~ ムはココナヽ｝

よると見ている

14) 

SIRはインドネンアにおける TSBR

とも云う) (J)呼び名である。タイ

TSBRはもともと合成ゴ［ム

(/)シート状と違って，プロック型をし

して＼く、ふるからで麦｝ろう。

ン＇ドネ (! レ，'{---ふ、

Block 

ス
〗

＼
 

9̀
} ごし

Block Rubber 

いる。

さ

ゴムである。こ ばにマレ

イシア

の72%はこ

に広まり， 1982年にはマレイシアゴム

されている。

は，ラテックスをよく洗った後， 110℃を越えなし し，パ

インドネシア

も、）
r

/

 

ズ

よ

/
1

入ー

、／ .3kg)のブロックに圧縮しポリエチレンフィルム

弓「,_ J 

られる上に

ユーザーが自由

も，

ゴムを標準サ

従来のシー

ょ

蔵

る

にもつながるという。

slab ぎょう固させて作った規格外のゴムで，

に売られそこでほこり

{
 ー↓ プラ

り除き，きれいな

テーンヨンのタソピ

はblanketcrepe 

ラテックス ら作る し，｝

る。
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刺激剤 、
ふてつ

も
}
]-r} 

ょ
rィ2 chloro 

はこの他 Ethadなどがあ

タッヒングカッ i,0) 

ングの樹皮のカット

に，樹皮の表層をすこし削いだ

もある。Ethephon

ブラシ

でおり，

さによっ

理

しなしらインドネンア C1了つ ス3

りと 9~11月頃の年 2

る

おく。

ヽ`
！＇るよ

}

｝

 、．

！収量 幹固増加
l kg/ha/year (18カ)月間）， 
' 479 11. 3mm 

1448 8.3 

注16)

インドネシアのゴム である。これ

レ， . 34t/ha, 国営農場0

1に示し り0.

.53t/haとなりそ

る

きい。また生産国間

もマレイシアは0.87t/ha (1985年）でありインドネシアやタイ (0.4lt/ha)の 2倍に達

i 、,r, ヽ て
い 、＂ぶい。

~.r, 「古1こr.r,,, 一つは栽植品種のちがいにある．マレイシアの RRIM(Rubber Research Institute 

of Malaysia)における品種改良の実績は図の通りであり 1920年以来収量を約 4倍に向上させてい

る。1960年代にアマゾン地域から導入した新系統の中から現在900番代の優秀なクローンが育って

きている。インドネシアでも高収量クローン につとめており， PR300(タッピング 5年目で

3110kg/ha)などの優良系統が生まれているが，まだ普及して効果が上がるまでには至っていない。

として50年以上も前の GTlや， PR255,PR261, A VROS 2037 (いずれも 1500kg/ha 程度）

が用いられており，それすらも は充分に届いているというのが実態のようである。
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より引用
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ロゴム

うシート (!jようになるの

ま

/ .,~., 
ヽiク⇔。

し'"る。

レj

ゴ

8
 

ラ：；アラン

る、、ことから

caeruleum 

れてし＇る。（文献 20) による）

＜
 

｝ t こ苗

るt j 

によく耐え

注18)

RICにおける研究者の構成

門区分
Ph.d. M.Sc. Sar. 

Breeding 

Agronomy 

Entomology 

Pathology 

Post-Harvest 

Agro-Economics 

Agro-Ecolo四
-----------------ヤー---------
Total 

Manado 

Pakuwon 

Research farms 

ー

『

l
―

―

 

』

-

1
]
2
-

―

―

 

―

―

 

ー

し

『

-

ー

↑
ー

一ヽ

B.Sc. High Total 
School (大学卒のみ）

1 13 1 - (15) 

1 11 1 - (14) 

1 4 - (5) 

8 - (8) 

4 - (4) 

8 1 - (9) 

7 - (8) 
--ー、------← -----一――--—→ --―--- -→ ------------------→ ー・ --------← ----------- -

3 55 3 129 192 
-----------------------ー-----------------------・ーー・----------ー----、------

39 

14 

10 
---

63 

他所で研修中 12 

75 
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collection and 
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146が（）
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50.0 

Makariki (C. 

,·~,. 
t);).;) 

40.0 

100 0 (Seed and Waste 
Technology) 

200.。
and 

.... ヤ...

2254.0 

注20)

コヤシ~

も多く

約20日をかけて順次咲きつづける。

ゞゞc., 

'l 

されている高幹種では，

く希に

/゚ 

'C 

゜
~
、

3

＜
 

ら出て 2- 3日

房の雌花の開花期間

いた花房から

ー

たあと

つく C

ヤ
u

ー

くないとは('¥えなし

1つ上にある後から

り，従って非常

ヘテロ

矮性種 (dwarf

遺伝的にもほほホモであり，固定している。

時にはアリによる受粉も考えられる。タイ

ノ
J
‘

，
 

ーし.4A 

，
 

ノ
＼ を採取して売っている。風による受粉も

よる媒介はきわめて少ないといわれている。

による）

あるが，その他の

に巣を作ること

るが，花粉の飛散する距離は案
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おり，ポールなど丸太のまま

としての利用が検討されている。
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に
0t

レJ

＇と

は， ままコイ

に用 l'てき

ては弓伐り倒し

を難かしくしてし)

ココナッツの新しい加工工程の一例として，日本スリランカ

ランカにおける動きを次のように報じてt,る

ココナット油製造に日本技術：スリ・ランカのある

から搾油する

ー', シナモン，ァ

（ココヤシの

しかし，現在はその多く

に非常なコストが

く。コ

したがっ

ココヤシ

とれる

された

4
士i，
 

まれており，周縁部は

につ

日

（昭和61年 11月）はスリ

したココナット果肉

この によるとコプラ を省き，時間と

61 --

＼ンダー・オイル機械が開発したもので，

なるという。工程は，果肉を殻か
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注25)
RISMC研究者の専門別構成

専門区 Ph. D M.Sc. Sar. B.Sc. 

Breeding I l 12 

Agronomy 2 5 16 

Entomolo四 1 3 6 

Pathology l 3 9 

Post-Harvest 7 5 

Agro-Economics l 4 2 
---------------------------、-------―---------------------、------------------------------------------
Total I 4 13 54 13 
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1986 (5) 34-40序
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114. 

5)後藤隆郎角

熱帯農業28 (2) 115-120. 

, 5-12, 

(2), 108-

：インドネシアの

6) 後藤隆郎 チョウジ． AICAF, 

における 収穫法と

141 pp, 

7) Loren G. Palhamus, (1962) , Rubber. Leonard hill Books, London, U. 444 pp. 

8) D. V. (1978) ; Coconut breeding programme-Indonesia. LPTI, Bogor, Indonesia, 

'>r ,)J pp. 
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research and 
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24) AARD (1984) ; 

36 pp. 

development in North AARD 

Indonesia. 18 pp. 

AARD (1985) : An evaluation of the Industrial Research of AARD. vol 

1, vol 2, AARD、Indonesia,104 pp., 52 pp 

FAOは975) ; Coconut palm products. F AO, Rome、261pp. 

F AO (1985) ; Production yearbook vol. 39. F AO, Rome, 330pp. 

28) FAO (1985) ; Trade yearbook vol39. FAO, Rome, 372 pp. 

29) ジャカルタ・ジャノ＂ンクラブ法人凸 (1985); インドネシア辱ハンドブック 1985年版．ジャノ＜

ンク ジャカルタ， 80-96.

30) (1982) ; にわける農業開発事業のだめのマニュアルーココナッツ・

オイルパーム篇ー．国際協力事業団，東京， 437pp. 

31)国際協力事業団(、1983): アグロフォレストリー計画撃準手引書。国際協力事業団，東京， 143
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32) 日本スリランカ協会(1986); ココナソト油製造に日本技術．日本スリランカ

61年11月．

日本経済新聞 (1987); 揺れる国際商品協定紗日本経済新聞，昭和62年 2月17[],
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l --A ココヤシと水田風景（スラウェシ， にて）

1-B ココヤシの削皮作業の面々（スラウェシ， Tengaにて）

1-C ヤシ油の搾油工湯粗砕コプラ

（スラウェシ， Manado近郊にて）
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1 -D Nias dwarfの母樹と筆者 (Manado,Pandu試験地）

2-A オイルパームの原木を示すプレート (Bogor植物園にて

2-B オイルパームの国営農場（スマトラにて）
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3 国営ゴム園（スマトラにて）

4-A クロープ私営農場 (Bogor郊外）

4-B 傾斜地に開かれたクロープ園 (Manado近郊）
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5-A 小農のコショウ園（スマトラ，

5-B コショウ園の混作 (Lampungにて）

5-C 道路端のコショウ乾燥 (Lampungにて）
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6 カルダモンの花 (RISMC,Cibinong試験地にて）

7-A バニラの庇陰栽培 (Bari,Tabananにて）

i-B バニラの朔果 (Tabananにて）
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7 - 9 乾燥中のバニラ (Tabananにて）

8 Solanum K加sianum(RISMC, Cikampek試験地にて）

9 カカオ園 (Bogor→ Bandungの途中）

72 --



茶畑（西部ジャワ Puncakにて）
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